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第４４回島根県総合開発審議会 

                      日 時  平成２４年３月２２日（木） 

                           １４：００～１６：００ 

                      場 所  島根県民会館 大会議室 

 

○会長 それでは、時間になりましたので、第４４回の島根県総合開発審議会を開催させ

ていただきます。 

 きょうは本当に、年度末で大変お忙しい時期にこうしてお集まりいただきましてありが

とうございました。 

 本日は、４名の委員さんが御都合により御欠席だというふうに伺っております。ただい

ま１６名ですか、１５名ですかね、１５ですね。１５名の委員の方が御出席ということで、

審議会規則第４条の規定によりまして、会議が成立しているということを、まず報告させ

ていただきます。 

 それでは、早速ですが、次第に従いまして議事に入らせていただきたいと思います。 

 本日は、諮問を受けました知事さんの方に答申する第２次実施計画のいよいよ取りまと

めの最終回ということになります。まず、本日の主要な議題となります前回の審議会での

審議結果を踏まえた計画の答申案及びこの答申案の計画の周知についてということについ

て、あわせて事務局の方から御説明を受けたいと思います。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

○事務局  

〈資料説明〉 

○会長 ありがとうございました。 

 これまでの審議会で委員の皆様方からいただきました御意見等を踏まえまして、計画の

「基本構想の概要」のところで竹島の記述、あるいは人口関係のグラフの追加と、さらに

３つの基本目標の説明を追加したということでございました。また、「施策」の方に関し

ましても、主な事務事業を平成２４年度予算を踏まえた事務事業、前回は要求ベースだっ

たんですが、来年度予算を踏まえた事業を見直しいただいて、一部、成果参考指標の実績

値をそれから最新のものに置きかえたと、こういったことで目標値も見直したものがある

というようなことでございました。 

 これから委員の皆様方に忌憚のない御意見をちょうだいできればというふうに思います。

参考資料 
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きょう、最後の審議会ということでございますので、それぞれ委員さんから出された御質

問、御意見につきましては、ある程度関連事項をまとめて事務局から回答あるいは対応を

御説明いただくというふうにしてはどうかというふうに思っていますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 なお、前回、委員の皆様方から御意見をちょうだいしまして、先ほど計画策定後の周知

等についても説明をちょうだいしたところでございますが、これにつきましては、この計

画の答申案についての議論が終了した後、後ほどこういったことに対する御意見がござい

ましたらお伺いしたいというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、答申案につきまして、どこからでも結構でございます。御意見等ございまし

たら、どうぞよろしくお願いいたします。 

 いかがでしょうか。 

 委員さん、どうぞお願いします。 

○委員 人口のグラフについて、勝手なことを言いましたのに丁寧に御修正いただきまし

てありがとうございます。ただ、８ページのグラフの、グラフタイトルが必要ではないか

なと思いますが、いかがでしょうかということと、あとダイジェスト版については、何か

もうちょっと何とかならないのかなという気持ちになるんですが、これはこの後、どのよ

うに修正して完成版に持っていくスケジュールとか、どういう人がかかわっていくのかと

いうことを、２点お願いします。 

○会長 それじゃあ、ダイジェスト版の方は、また後ほどの周知のところでお話をまとめ

てさせていただくとして、８ページのグラフのキャプションといいますか、タイトルがな

いなという、前のページは「予測」というのがついてますよね。 

○事務局 ありがとうございました。おっしゃるようにタイトルが、７ページのグラフと

同じような感じのタイトルをつけた方が、はるかにわかりやすいと思いますので、そのよ

うにさせていただければと思います。ありがとうございました。 

○会長 そのほかに何かございますでしょうか。 

 どうぞ。 

○委員 １２５ページの「消費者対策の推進」というところで、社会教育の中の消費者教

育というところから見ると、少し被害に遭わないといったふうな視点が強いかなと。１２

５ページの３つ目のところに「自立した消費者の育成」というようなことが書いてありま

すが、県の強みを生かしていかれるような、県民による消費者市民社会をどうつくってい
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くかという視点がほしいとおもいます。国も消費者市民社会をつくっていくということを

随分言っていると思うんですね。地域で大事にしているものをきちっと市民が買っていく

とか、そういう積極的な消費者市民社会のところをもう少し具体的に入れていただけると、

今後、「県民の皆さまへ」というところで、そういうものが連動して書かれていくんじゃ

ないかなというふうに思います。 

○会長 ありがとうございました。 

 すぐに、何かございますか。 

○事務局 ありがとうございました。 

 １２４ページの「取組の方向」の最初の丸のところで、今、委員がおっしゃられたよう

な、自立するような消費者で、自主的、合理的に行動できるというようなことを目指すと

いう取り組みの方向は書いてあるんじゃないかと思います。あと、それに対応した事務事

業は今後、２４年度当初予算というのはつくっておりますけども、この事業実施に当たっ

て、そういう今、委員がおっしゃったようなところも、しっかり勘案しながら、また進め

ていければというふうに思います。ありがとうございました。 

○会長 ほかに。 

 委員さん、どうぞ。 

○委員 すみません、観光の関係で、前にもちょっとお話をさせていただいたんですけど

も、やっぱり一つインバウンドという話が、これは一応国内外に向けて積極的に情報発信

とか、そういうことは書いてありますけれども、もう少しインバウンド対策というものは

こういうことをやるというやつをですね、例えば前にも申し上げたような定期航空路みた

いなものを目指してやるとか、そういうふうな、少し、今、全国的にもそういう動きとい

うのが非常にありますので、そういうこともぜひ書いていただけないかなというのが一つ

と、それからもう一つは……。 

○会長 委員さん、ちょっと今のところ、何ページあたりのところ。３２ページ……。 

○委員 ３２ページ。 

○会長 ３２ページですか。 

○委員 はい。３３ページと。 

○会長 ３２、３３。はい、済みません、失礼しました。続けてどうぞ。 

○委員 それからもう一つは、古事記編さん１３００年というものについて、この間の市

長会での知事さんとの意見交換でもありましたけれども、もう少し永続的なものに、今回
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で終わりということではなくて、少し永続的なものに考えていく必要があるんじゃないか

というようなことを、ぜひ書いていただければなというふうに思っていますが、単に観光

というだけじゃなくて、もう少し古事記というものを、学術的にというか、そういうふう

な形で突っ込んで研究してみる。例えばシンポジウムのようなものをですね。以前、北東

アジアシリーズというので１８回ぐらいやったことがありました。県と、それから松江市

と島大と、あとＢＳＳですかね、そういったところで１８回ぐらい続けて、環日本海交流

というふうなことでやったことがあったんですけれども、何かああいうものをもう一回、

何か検討してみていただく、そういうことを具体的に書く必要はないんですが、そういう、

せっかく古事記１３００年ということですので、それの継続性というか、そういうふうな

ことをちょっと書いていただければなというふうに思います。 

○会長 ありがとうございました。 

 もう少しほかの御意見も伺った上で、後でまたまとめて、観光の関係のところに話が出

てまいりましたら、一緒にお伺いしたいと思います。 

 そのほか、何かございませんでしょうか。 

 これまで出ました意見につきましては、先ほど事務局の方から説明していただきました

ように、出された意見に対する対応という冊子を一つつくっていただいているというよう

なことと、それから、具体の事務事業につきましては、予算ベースのものに書きかえたと

いうようなことがありまして、随分いろいろと対応していただいたようでございます。い

や、こういうつもりで話をしたんじゃなかったと、この対応は方向が違うよというような

ことがもしあれば、そういったことも含めて御意見をちょうだいできればと思いますが、

いかがでしょうか。よろしいですか。 

 それじゃあ、観光のことを、それじゃあどうぞ。 

○事務局 先ほどの委員さんからの御指摘の点は、少し取り入れて修正をかけてみたいと

思っておりますので。 

○会長 そうですね、インバウンド、外国からの誘客、誘致というか、そういう点、それ

からもう一つ、古事記１３００年、こういったものが一過性のもので終わってしまうとい

うわけじゃなくて、それを少し継続していくようなことで、また新たな観光資源として活

用していくという、そういうふうな形の御意見だったかと思います。それじゃあ、内容的

に盛り込んでいただくということで、よろしくお願いいたします。 

○事務局 済みません、それと先ほど委員さんの言われた言葉についても、入れる方向で
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ちょっと検討したいと思います。 

○会長 そのほかにいかがでございましょう。 

 どうぞ、委員さん。 

○委員 観光のことに関連して、もしお直しになるんなら、今、たったきのうでしたけど、

中経連でもいろいろ事業計画を議論した中で、国の出先機関のそれぞれ、国税局や財務局、

すべて、その中でも運輸局長さんが出ておられましてね、やっぱりあそこでも、国もやっ

ぱり広域というのをテーマに取り組んでいこうとしとられるんですね。で、我々も、中経

連でも広域ということを意識してます。それから松江の、松浦市長がおられます宍道湖・

中海圏域でも、実は我々もそこの中に入りながら、５市で会議所が集まって広域の活動を

しようとしているわけですね。そういう視点から、何も限定された地域だけでインバウン

ドを単独でやっていくというよりも、むしろそういうことの、何というかね、それがどう

も最近の時流といいますか、すべてがそういう方向に向かって動いていますので、そうい

う視点を取り入れていただけると、同じ考えていただくんなら、いいかと思います。 

○会長 ありがとうございました。 

 そのほか。 

 いいですか、どうぞ。 

○事務局 今の点もあわせて入れさせていただきますので、よろしくお願いします。 

○会長 わかりました。 

 そのほかに何かございますでしょうか。 

 委員さん。 

○委員 「Ｕ・Ｉターンの促進」のところで、私も実際にＩターン者になって……。 

○会長 ページ数を言っていただくとありがたいんですが。 

○委員 済みません、９８と９９ページです。 

○会長 はい。 

○委員 ちょっとこの受け入れの支援という部分が大きいのかなという気がしていまして、

というのも、実際にＩターンした後のフォローといいますか、隠岐の中でも結構Ｉターン

した人たちで集まって何かをしようという動きがあったりもするんですけど、当然松江の

方であったりもすると思うんですが、そういうところに対しての支援というか、移住して

きた後の何か支援があれば、より動ける、そして定着していくのかなと思っています。社

会的な役割を担うことで、結構そこの存在意義というか、大きなものがあるので、そうい
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う支援があれば、よりいいのかなと感じました。 

○会長 後のフォローアップですね。そういうハード物の提供とか、あるいは来られると

きの旅費の助成とか、そんなことだけじゃなくて、来られた後のことを、定着していただ

くために、社会の一員となっていただくための支援のようなものがあればいいと。 

○委員 そうですね。定期的に何か集まりが開催されるというのも大きいのかなと思った

り。 

○会長 ありがとうございます。 

 委員さん。 

○委員 計画と別なんですが、さっき市長さんに話しとったんですけどもね、知事さんが

防衛省に、島根に、隠岐島に自衛隊の配置の関係が出ておりまして大変心強く思いまして、

ずうっと前から、出雲市長さんが前市長さんの時代から連隊の誘致という問題をやってお

りまして、今、現市長さんもやっておられますけども、それで連隊が来ますと、８００人

の連隊が入りますし、その家族も入ってきますから、人口もふえるし、その１中隊、１０

０人ほどを実は隠岐島へ持っていったら、隠岐島の人は前からそういう要求をしてますの

で、これを、連隊の誘致という問題をですね、去年ですか、おととしか、四国の混成団が

旅団に上がりましたけども、県民全体の運動としてなると、非常にまたいいと思いますし、

また、原発がありますから、原発は今、警察が治安出動でやってますけども、いよいよの

ときには米子の連隊が出ておりますけども、そういう運動というものは、県民運動でやる

のはいかんのですか、この計画に入れてですね。ぜひ、もしできればお願いしたいと思い

ます。 

○知事 そうしたお考えの、例えば議会なんかでもそういう議論があります。私も国に対

しまして、そうした点について地元ともよく相談しながら意見交換とか、いろいろなこと

をやっていこうということは２月の議会でも申し上げております。まだこの計画にのせる、

具体的にですね、例えば議会と一緒になって重点要望なんかしますけども、そういうとき

には出雲の駐屯地の体制整備、それはいろいろな防災とか、自衛隊が出動して県の安全対

策とかいろいろなことをやられることがありますから、そういう観点からいたします。そ

れは結果的に人がふえるとかいうことがありますが、それを目的にということはなかなか

難しいわけでありまして、やはり地域、国全体としての防衛の体制ですね、あるいは政策、

あるいはそういうものについては、また外交的な配慮も必要でしょうしね、いろいろな要

素がありますから、まだまだ県としてといいますか、そういうことの段階よりちょっと前
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ぐらいで、もう少し、要望なんかは地元からも出てまいりますが、そういう状況じゃない

かと思います。私なども関係者との意見交換なんかはやろうと思っているところでござい

ます。 

○会長 ありがとうございます。 

 さっきのＵ・Ｉターンのことのフォローアップのことはいかがですか。 

○事務局 ありがとうございます。Ｕ・Ｉターンについては、しまね暮らし推進室を中心

に、定住財団と連携して強力に進めようとしております。現在もですが、今後も例えば各

市町村ごとに定住支援員さんなどを置いて、それに対する支援なども県と市で行って、

Ｕ・Ｉターンしていらっしゃった方のその後のフォローといいますか、言い方はあれです

が、しっかり面倒見ていくというような体制を、これからもきちっと整えよう、強化しよ

うというふうに考えております。そういった取り組みの方向が９８ページの「取組の方

向」の最後の４つ目の丸ですね、最初の相談から定住後の支援まで、きめ細かく一貫した

受け入れを行いますという、こういう方向に基づいてこれからも事業展開を考えていきた

いと思っておりまして、おっしゃるように、入ってこられた後のフォローというのは非常

に大事だなというふうに思っておりますので、そのように考えていきたいと思っておりま

す。ありがとうございました。 

○会長 そのほかに何かございますでしょうか。 

 委員さん、どうぞ。 

○委員 個別の課題について、１点だけ御意見を申し上げたいと思います。 

 ４６ページに医療の確保ということで、今後の取り組みの方向、３つ目の丸ですけれど

も、看護職員の確保ということが大きな課題になっているという、政策になっているとい

うことでございまして、これを受けて１４８ページ、１４９ページのところに「取組の方

向」としていろんなことが、この３つ目のやはり丸でございますけれども、県内養成機関

を卒業した看護職員を県内に確保するという、つまり育てるという観点が非常に強く出て

いるわけでございますが、その後で、再就業を支援しますということが書かれています。

それから事務事業、１４９ページの一番下、右側の欄でございますけれども、離職防止と

再就業を促進するということになっているわけです。 

 こういう取り組みを今、県を挙げ、また我々関係の機関も、病院も含めて大いに努力し

ているわけですけれども、見通しとして、まだ２００人から３００人、やはり看護師が不

足するというような見込みがあるわけでございまして、新たに養成してもどんどんやめて
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いく、そういう状態ではなかなかこの不足を埋めるということにはならない。したがって、

離職防止対策、それから再就業対策ということを言っておられるんだろうと思いますが、

相当数、私は今、具体的に数字は持っておりませんけれども、離職された看護師さんとか、

それから助産師さんですね、保育士さん、保健師さん、ものすごい数いるわけですね。で

すから、なかなかさまざまな条件があって再就業というのは難しいということなんだろう

と思いますけれども、これも宝の山なわけですから、これをいかに再就業させるかという

ことが、この政策の中でも私は触れられるべきではないのかなという気がするんですね。 

 実際にやっておられることは、いろんなことをやっておられるわけですので、大きな考

え方、柱の一つに私はこれを入れるという意味で、４６ページの３つ目の丸ですね、「取

組の方向」の中に再就業支援という、ないしは再就業の促進、そういったことも大きな取

り組み事項として掲げておくということが必要ではないかということを申し上げたいと思

います。 

○会長 ありがとうございました。 

 委員さん、それじゃあ、ご専門ですから。 

○委員 済みません、県内の看護職員、今、実際に仕事についている人が１万１，０００

人ぐらいいるというふうに言われています。実際に免許を持っている人はその倍いるとい

うふうに言われていまして、だから２万人ぐらいはいるんだけど、そのうちの１万人は就

職してるんだけど、そうじゃない人も１万人ぐらいいるというふうなところで、今、委員

さんおっしゃいましたように、非常に発掘というのが難しいです。看護師の免許は終身免

許になってしまうので、５年ごと更新とかがあれば、実際にどなたが就職してて、どなた

が未就業の方かということがわかるんですが、それが全然とれなくて、やめていかれた段

階で何らかの形でアンケートをとったりして、実際に未就業の方を発掘するというふうな

ところで今対応しておりまして、非常に苦慮していることも事実です。 

 それと、先般ありましたけど、介護の職、これから在宅医療が進んでいくということな

んですが、先般、社会福祉協議会か何かでアンケートをされた結果で、実際に看護職員９

０人募集してるんだけど、３０人しか県内のところで集まっていないというふうな状況も

ありまして、本当に不足している状況はあるというふうに思います。本当に未就業の方を

どういうふうにして再就業に結びつけていくかということも、一緒になって考えていって

いただけたらというふうには思います。以上です。 

○会長 ありがとうございました。 
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○事務局 「政策」の方にも入れるようにしたいと思います。 

○会長 そうですね、４３ページの取り組みとして、「政策」の方にひとつそういう形で。 

 今、実際に現場を離れておられる方々を発掘して、やってくださいとお願いするという

こと、その再就業の促進ということでいろんなことをされる。ただ、現在看護師について

おられない人が、しばらくやめていたのでなかなか今の医療が進歩していてついていけな

いというような不安をお持ちの方も随分おられるようでしてね。そういう意味では、発掘

と同時に、そういうリカレントというんでしょうか、新しい、少し教育機関で教育して、

それでまた現場に出てもらうというようなところはかなり、先ほど委員さんが言われたよ

うに、大きな取り組みになると思いますね。よろしくお願いします。 

 そのほかに、いかがでしょうか。 

 委員さん、どうぞ。 

○委員 １３２ページなんですが、「健康づくりの推進」ということです。 

 それで、「現状と課題」の中に、丸４のところで「全国上位にある自殺死亡率を」とい

って書いてありますが、大体島根県で約２００人ぐらい年間に亡くなって、全国で７位と

いうことで、とても自殺者が人口に比例して多いということです。そういうふうな中で、

私たちも何とかできないかなといろいろ思っておりましたら、ちょうどいい言葉が書いて

あったんです。「ゲートキーパー」というね、このすばらしい言葉なんですが、これをど

ういうふうに具体にするかというところで、いろいろ地域ごとにやっておられます。やは

りどうしても相談ということで、ほかの福祉の会へ行くと、相談の、電話相談をしますよ

とか、いろいろ出ておるんですけども、私のところが今、３月で３カ月なんですが、浜田

圏域で知った人が、５０代の人が２人、やっぱり亡くなっとられるんですよね。 

 それで、さあ我々、福祉って言いながらも、もっとそういうところをきちっとしてさし

あげんといけんのんじゃないかなというふうにとっても思っておりまして、ここでゲート

キーパーというので、とってもいいなというふうに思うんですけども、やはりそういう人

が一番悩むのは、夜、相談をするというか、電話相談が多いんです。全国ではＮＰＯさん

が立ち上げたりして、眠らない電話というのでね、題目で出とるんです。眠らない電話で

すから２４時間、３６５日、電話が鳴るように、受け手が必ずおると。それを受けるだけ

で、島根もどちらかいうと相談で保健所なんかがされる場合もあるんですが、それをつな

げていかないとだめなんですよね。だから就労の問題なら安定所、それから医療の問題だ

ったら心の相談とか、いろいろつながるんですが、その相談、自立のために、一番もとの
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ところを、心の相談で、うつとか薬を飲んでよくなったころに、よく自殺をされるんです

よね。だから、そこのところで経済的な問題、心の悩みをしっかり出していける、そうい

うふうな制度を何とかしなくちゃいけないなと思っておるんですが、それが、じゃあ地域

でといったら、社協の民生委員さんだろうか、婦人会だろうかというふうになると、ちょ

っと荷物が大きいんじゃないかなというふうに思うんですね。 

 それで、地域福祉も並のことではないなという中で、障がい者の分で相談支援というの

をここにうたってもらっておりますし、我々も相談をやっておるわけです、自立相談支援

センター。そこも１人、予算が本当に、国にもちょっとしかいただかないもんですから１

人職場になってしまっとるんですよね。それを、市町村からおりてくるんですが、もっと

それを拡大して、保健の部分から大きくしていくと、そこに２４時間の眠らない電話がう

まく設置できるようになればいいんじゃないかなというふうに、私はひとり言で夢を描い

とるんですが、やはりそこのところをね、やっぱり行政行政と言っても、行政には限界が

あります。だから協働でやるには、どのように施策を、具体のものを市町村におろしてい

って、呼び水的に予算を出したり、それを今度はみんなで膨らかせていくという何かシス

テムみたいなものをつくっていかないといけないんじゃないかなと思いながら、ここで思

っております。 

 それから、とっても精神医療が多いんですが、やはり出雲の心の相談がとっても集中し

とるんです。石見には余りいないんですよね。それで、ないとなると、やはり赤ひげ先生

をというんですが、我々はその相談の中に訪問員みたいな精神科の先生が欲しいなという

ふうに思っているんです、その相談センターの中に一員として。そうなると、普通でもお

医者さんがおらんのにええかげんにせえいって怒られるんですが、でも、人の命の重さを

考えるとね、やはりそういうのも何かやって、お医者さんの家庭への出前サービスをする

とかね、何か方策のおもしろい島根版をつくると、７番が解除されるんじゃないか。自殺

の７位いうたらちょっと悲しいですよね、人口がだんだん減っていく中ですから。そんな

ことを思いながら、この医療と福祉、高齢者福祉も含めて、地域福祉も含めて、どこかに

そこを入れてもらい、もうちょっと具体になると、そこに市町村も、うっとこうね、食い

つかれて、それじゃあ我々のＮＰＯでもやろうかとか福祉でもやろうかとかいうふうに広

がっていくんじゃないかなと思いますので、余分ですが、言葉だけの、とってもすばらし

いゲートキーパーいうのが、言葉はいいんですが、その奥は物すごいものだいうことで、

ちょっと具体になるといいなと思います。以上です。 
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○会長 ありがとうございます。 

 何かございますか。 

○事務局 今、委員のおっしゃっていただいたこと、どこまでの、ちょっと個別にどこま

でかはあれですが、県の来年度の事業で自殺総合対策事業ということで、そういう自殺予

防を強化するために市町村の取り組みを支援したり、相談体制を整備したり、啓発活動を

やるということで、かなりの予算もとっておりますので、そのあたりはちょっと、この主

な事務事業を具体なものとしてちょっと取り上げる方向で考えたいと思います。 

○委員 その委員にも私は入っとって、前に言ったことがあるんです。だから、多分そこ

はもっとこう寄りやすくされると、今、それが市町村におりてくるとね、具体的に頑張り

ますので、ちょっと……。 

○事務局 検討します。 

○委員 ぜひ。 

○会長 そのほかに何かございますでしょうか。 

 ちょっとそれじゃあ市長さん、後で。 

 先に、どうぞ。 

○委員 ページでいいますと２０４ページなんですが、以前、このバイオマスの年間発電

量を、数値目標を……。 

○事務局 ２ページ、何ページですか。 

○委員 ２０４です。 

○会長 ２０４。はい。失礼しました。 

○委員 新しい取り組みとして再生可能エネルギーの利活用の推進というのを上げていた

だいてて、大変積極的な取り組みじゃないかなと思って大変期待をしてきているんですけ

ども、このバイオマスの目標値を上げていただいて、積極的な姿勢が見えたのかなと思っ

ていたんですけども、済みません、前回、あんまり私見てなかったのかもしれないんです

けど、この取り組みの方法のところを見ますと、利活用の相談ですとか理解を深める取り

組みを推進するということで、余り具体的なことになっていないというふうに感じてまし

て、先ほどもダイジェスト版を見せていただいたんですけども、ここにも再生可能エネル

ギーの利活用の推進というのがあるんですけども、これ済みません、私たちの身近にある

資源というところが屋根ですとか水路とかありますけども、これは雨水の利用とか小水力

発電とかっていうことを考えてらっしゃるのか、済みません、環境活動をしている私にも
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ちょっとあんまりこれよくわからなくって、県民の皆さんに再生可能エネルギーの利活用

を県はもっともっと積極的にやっているなという、見せるための何か資料になっていない

ように感じているんですけども。その辺を何かもう少し、写真の工夫なのか、この身近に

ある資源をどう活用していくのかが見えるとうれしいなと思いました。 

 実際には、例えばほかのとこですと、この再生可能エネルギーに補助金を出したりです

とか、公共施設が積極的にそれを取り入れていくとか、行っていると思うんですけども、

その辺もこの辺、全く見えてきていないというふうに感じています。 

 でも、実際には私、益田から来てますけども、私たちの方の圏域ではＮＰＯが、ＮＰＯ

とか市民活動団体が実際、地域にある森林の資源を活用して再生エネルギーをもっとどう

にかしたいなと考えている方たちはたくさんいて、もっともっと実際に動かしていけるん

ではないかなと思っているので、その辺をもう少し積極的な姿勢を全面的に出してほしい

なというか、出したいなという感じがしました。 

 それで、ここ再生可能エネルギーの利活用の推進とあるので、例えばここに太陽光とバ

イオマスは上がっているんですけども、実際のところ、全体の何％をこの４年後には再生

可能エネルギーにしていくのかというぐらいの数字が欲しいなと思ったんですけども。 

 それと、先ほど消費者教育のところで委員さんが、対応だけではなくというお話で出た

んですけども、そこでやっぱりグリーンコンシューマーというか、そういった……。 

○事務局 それは何ページですか。ちょっとおっしゃっていただくと……。 

○委員 はい、先ほど出たのは……。済みません。２５とかだったと思うんですけど、違

いましたか。 

 委員さん、何ページでしたかね。済みません。 

○委員 個別の施策で１２５でしたかね、消費者教育の消費者対策のところですね。１２

４でしょうかね、事務事業になると、ちょっと具体的になってくる。 

○委員 はい、１２４ですね。ちょっと全然項目違うと思われるかもしれないんですけど、

消費者対策のところで、例えばグリーンコンシューマーというような環境に配慮したとか、

価値観をもう少し、今まで最初のとこから出てきてますけども、県民の何かをはかる価値

観を変えていく視点が必要だと思っているんですけども、先ほどの再生可能エネルギーも、

それを利用する県民というか消費者が必要なので、この消費者のところでもそういったの

が一文あると、また違うのかなと思ったので、ちょっと気づいたので、お伝えしてみまし

た。 
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○会長 ありがとうございます。 

 それじゃあ、委員さん。 

○委員 ８０ページ、８１ページと、それからもう一つは１０４ページ、１０５ページな

んですけど、要するに……。８０じゃない、失礼。 

○会長 マイク入ってますかね。 

○委員 済みません、どうも。 

 ７８、７９ページの「県産品の販路開拓・拡大の支援」というところと、それから１０

４ページ、１０５ページの「空港・港湾の維持・整備」という話なんですけども、私たち

は今、中海と宍道湖を挟む市長会というのをつくって、これから環日本海ということで、

境港を一つの窓口にしてやっていこうということを考えております。そうしたときに、こ

れは島根県ですので、浜田港の整備という話にどうしてもなってくるわけですけれども、

それはそれとして、もう一つ、例えば境港を使ったポートセールスというか、海外への輸

出、そういったことをもう少し支援していくというか、そういうことをどこかに書いてい

ただきたいなと。そうしないと、出雲部の方のそういったものを、まさか浜田の方へ持っ

ていくというわけにもなかなかいきませんので、そうするとやっぱり境港を使っていくと

いうことにならざるを得ないので、これは鳥取県との関係があって、なかなか書きづらい

という面があるかもしれませんけれども、現実に経済活動なりなんなりをやる場合には、

どうしても境港を利用していくということになりますので、何かそこらあたりをちょっと

書いていただくと、非常に後押しになるんですね。何かまとまっていこうとしたときに、

鳥取県側は、すぐはいはいといって、こうなるわけですけど、島根県側がなかなか一つに

まとまりにくいというような点がありますので、何かそういう後押しの意味でも書いてい

ただければなと。港湾は共同の設置の港湾でございますので、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。 

○委員 境港は、島根、鳥取、管理組合に議会からも出てるし、別に抵抗はないんじゃな

いですか、書いても。 

○委員 そうなんです。 

○委員 管理組合は両県でやってます。 

○会長 「取組の方向」の中に境港をどうだこうだというふうに直接的にはなかなかね。

ですからやっぱり鳥取県と協議しながらとか、ここの活用の中とか、そういう、ちょっと

書きぶりですよね。 
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○委員 そういう、むしろソフトの話なんですけどね。 

○会長 そのほか。 

 どうぞ、それじゃあ。 

○事務局 ありがとうございました。 

 委員さんの再生可能エネルギーのところでございます。 

 ２０５ページのところ、再生可能エネルギーの事務事業で利活用総合推進事業、これは

２４年度当初の新規事業ということで、こういう事業を打ち出していくこととしておりま

して、事業の中身は概要で少し抽象的な、ちょっとぼやっとしたような書き方であります。

実際は小水力も含めて、市町村がいろいろな計画策定をするということを後押ししたりと

か、住宅用の太陽光発電に対する支援でありますとか普及啓発、それから小水力、地熱発

電などの適地調査などもやろうとしておりまして、したがいまして、少し具体なところが

もう少し見えるような形で、この事務事業の概要のところを書き加えてみるようなことも、

ちょっと考えてみたいと思います。 

 それから、思い切って全体の県のエネルギーの中の何％かは再生可能エネルギーでとい

うような目標を持ったらどうかということなんでありますが、まだ国の方の全体のエネル

ギーの計画、今策定中でございますし、それを受けて、県でも今持っている資源エネルギ

ーの計画を必要に応じて見直すこととしておりますので、そういったところも見ながら検

討していくべき課題なのかなと思っておりまして、現時点で、ちょっとそこまで踏み込ん

だ目標値を持てるような段階ではないというところだと思っております。 

 それから、消費者対策のところでグリーンコンシューマーですか、というような視点も

ちょっと入れてみたらということでございますが、どういった形で盛り込めるかというの

は、ちょっと担当のところとも相談しながら、できれば入れる方向で考えてみたいという

ふうに思います。 

○会長 今の年間発電量のこれ、２，８７５万６，０００キロワットと、これ有効数字で

すかね、この５けたが。８，０００戸分を何ぼか掛けるとこんな数字になるのはなるんで

しょうけども、目標値としては、実績値の方はこれでいいと思うんだけど、目標値の方は

もっと丸めた数字の方がいいんでしょうね、きっと。ほかにもあるかどうか、ちょっとわ

かりませんけど。 

 何か。 

○事務局 境港の件は、委員さんにも言っていただきましたけども、共同管理しておりま
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して、そういった文言をちょっと入れる方向で検討させていただきたいと思います。 

 それと、さっきの、一つパンフレットの分は、確かにわかりにくいですけど、パンフレ

ットの関係は、一応後でいいですね。 

○会長 ええ、そうですね。 

○事務局 わからないのは、ちょっと申しわけないです。本当にわからないです。 

○会長 いかがでしょうか、そのほかに。 

 大体この答申案については……。 

 それじゃあ、委員さん、どうぞ。 

○委員 ５７ページなんですけれども、「多彩な県民活動の推進」ということで、県民い

きいき活動のことが何回か出てきているんですが、「県民の皆さまへ」というところの下

に、１つ目の丸で「自らの経験や知識を生かした、地域活動や社会活動である「県民いき

いき活動」への積極的なご参加をお願いします。」というふうに書いてあるんですけれど

も、私、このいきいき活動促進の委員をしてるんですけれども、皆さん、どう思われるか

ちょっと伺いたいんですけど、この文章からは、退職した方に、それまでの経験や知識を

生かして何か社会に還元してって言ってるような意味合いが強く私には感じられるんです

けれども、県民いきいき活動というのは子供にも学生にも参加してほしい、特殊な経験や

知識がなくても、いろいろな人がその人の興味によってまちづくり、市民活動に参加でき

るものを促進していきたいというものだったはずなので、ちょっと何かこうニュアンスが

違っていると思うんです。なので、ＮＰＯ活動推進室ともうちょっとここの文言をすり合

わせていただくといいのかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○事務局 ありがとうございます。 

 みずからの経験や知識がないということでも、どんどん活動に参加していただきたいと

いうのが御趣旨というか、この県民いきいき活動の趣旨ということでございますか。わか

りました。おっしゃいますように、ＮＰＯ活動推進室と話をしてみたいというふうに思い

ます。 

○会長 そうしますと、大体この答申案、今、随分いろいろと再度御意見をちょうだいし

まして、それぞれ、これはこういう形で盛り込みましょうというものもございましたが、

少し庁舎の方で担当のところと相談して書きぶりを工夫するというものもございましたが、

そういった対応をさせていただいて、最終的には私と事務局の方に御一任いただくという

ことでよろしいでしょうか、答申案につきましては。（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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 ありがとうございます。 

 そうしますと、もう１件、広報といいますか、周知の方法ですね、このことで何かござ

いましたら御意見をちょうだいしたいと思います。 

 先ほど少し出ておりまして、後ほどというふうなことを申し上げたこともございました

が。 

 じゃあ、委員さん。 

○委員 写真を使われて、このイメージを代表するというか、最大公約的に、安全対策な

ら、ああ、こういうことなのかなと写真を見てわかるようになってますわね。それで、ど

ういう写真を使うかということは随分検討されたと思うんですけれど、一番難しいのが、

企業誘致の推進という項目はどういうイメージがよかろうかなと思うときに、私は江津の

市長さんもよく知ってますから、よく新聞に出る、知事さんと、それからだれかと、松江

なら市長さんとか、そういうふうな格好であると思うんですが、これ説明もないと、真ん

中の人はだれだろうかと。知事はよくわかってますけど、江津の市長さんもわからん人も

おられるだろうし、そうすると、この写真というのは、私は別にけちをつけるわけじゃな

いですけど、これは島根県で一番うまくいった企業誘致のところの社長さんなのかなと思

ったりするわけですね、うまく今いってる。そんな感じがするもんですから、大体企業誘

致のイメージ写真というのが非常に難しいと思うんですけれども、なぜこの写真なのかと

いうふうなのが、この面ではわからんと、ちょっと思うんですね。 

 ほかのところはそれぞれに、いろんな選択肢はあるでしょうけれども、農林水産業の担

い手といったらお花畑で何かやってられると、はあ、まあ、これそうなのかなというふう

に思うんですけど、ちょっとそこら辺、わからない人が多いんじゃないかと思うんですが

ね。 

 それで、写真に全部、全然説明は入れてないでしょう、これ。例えばこれ、江津市に何

とか企業の誘致とかいうふうなことを入れるなら、それはまあ、はあはあ、そうなのかと

わかるし、島根県、市町村たくさん各ある中でと思いますので、江津の市長さんには悪い

けど、ちょっとそういうふうに思うんですがね。 

○会長 なかなか写真はね、難しいですね、本当に。この表紙の写真からしてもそうです

けども。 

 このダイジェスト版に限らず、冒頭御説明いただきました、この後どう周知していくか

ということで、資料３でございますが、特に周知の方法ですね、片括弧の。こういったよ
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うなことでいいのか、あるいは対象をこういうところまで広げた方がいいのかとか、そう

いったことも含めて、もちろんダイジェスト版はこういう形でどうかというようなことで、

今、御提案いただいとるところですけども、そういったこと全般について、御意見がござ

いましたらお願いしたいと思います。 

 なかなかダイジェストといっても難しいですよね。 

○委員 簡単にするほど難しいですよね、見ていますと。 

 これはもともとつくることに決まってましたですか、ダイジェスト版は。 

○会長 いえいえ、特に決まっていないんですが、周知をしたらいいじゃないかと、どう

いうふうに周知していくのかという議論があったときに、例えばこの分厚いものを市役所

なり支所なりに置いてもなかなか見にくいと。そして、こういったものがあったらいいん

じゃないかという御意見もこの委員会で出て、いや、それは……。 

○委員 これ両方あると思うんですよ。ダイジェスト版があると、これを見て、ああ、わ

かったわかったと、人間ね、物語でも、長い物語でもダイジェスト版を読んで全部読んだ

という気分になる場合もあるし、うまくいけばこれ、だれもが手にとって、こういうダイ

ジェスト版を見たから本物をちょっとひもといてみようという人は少ないとは思うんです

けど、まあ難しいところですわね。でも、あることもいいことだと思うし。 

○会長 委員さん、じゃあ、マイクをどうぞ。 

○委員 中身については申しませんけれども、ダイジェスト版の表紙の最初の「イメー

ジ」の下の「豊かな自然」というかたい文句ではなくて、ここへ、ここの表題を見たら中

に入りやすいようなものがいいんじゃないかと。島根県がどういう社会を目指していくの

かいうような形の方が、計画の構成の中にそれが入っとるんで、このパンフレットを最初

に見たときに、この表題から入り込めていくようなものが、少しかたいイメージがあって、

これを見て、中を見てみたいというような、ちょっと今、アイデアが浮かびませんけれど

も、その方が入りやすいんじゃないか。パンフレット置き場におった場合、何か活力の、

かたいなというよりも、というのが少し感想です。 

○会長 ごめんなさい、どうぞ。 

○委員 計画の中で、「県民の皆さまへ」という項目を設けたのはとてもよかったかなと

いうふうに思っているんですが、それに対してダイジェスト版では、「県民の皆さまへ」

というタイトルはなく、大きな字で具体的な県民一人一人の行動変容を一つだけ書いてあ

ります。しかしここの部分が、読んだ人たちのあすからの県民としての意識変革にかかわ
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るところであると思います。この総合計画にうたわれた目標に向かって県民一人一人がで

きること、すなわち行動をイメージできるものがほしいと思います。 

 先日、御意見の中にも小学校の４年生でもできるというようなことがあったと思うんで

すね。観光とかいっても子供たちはなかなか難しいんですけれども、でも、例えばことし

の年賀状に島根のPRのシールをいっぱい貼った小学生がいました。あんなことも、実は県

民の一人一人の参加意識の中に入ると思うんですね。参考としては、隠岐島の総合振興計

画では、地域の方１人ができること、１０人ができる、１００人ができることという計画

になっています。もう少し一人一人の目線に落とした見せ方というのを工夫していただけ

ればと思っています。最終的に県として、行政としてこういうことをやりますということ

が一つ柱ではありますが、もう一つ、県の強みや可能性を受けて、県民一人一人がこの市

民社会の一員として、どうこれから５年間成長したり熟度を上げていくかという視点から

いうと、少し見開きのところの右３枚が、県民の目線で書かれていただけるといいかなと

思っています。 

 あと、小さなことですが、「子供」の「供」は、平仮名に全部統一された方がいいかな

と思いました。１カ所漢字になっておりましたので。 

○会長 ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○委員 済みません、これは私もお願いをした一人でありまして、こういうダイジェスト

版というのは絶対必要だと思うんですね。こういうのがどっと各家庭に行くとは思えませ

んし、やっぱりちゃんとこういう形で表現するのが、やっぱり一つの方法だと思うんです

ね、周知するための。そういう意味で、基本的にはやっぱり、このぐらいなボリュームで

僕はいいと思うんですね。このぐらいのボリュームじゃないと、これ以上ふえると、それ

からこれ以上字がちっちゃくなると、あんまりダイジェスト版の意味がないですね。実際

個々には一つ一つ工夫することはもちろんあると思いますから、これから恐らく御検討な

さると思いますね、いろんなことを。総合的には、僕はこれはよくできていると思います

よね。少なくとも、こういうことを県民は意識しなきゃいかんのだなということがわかる

という意味ではいいと思うんです。 

 今、さっき委員さんがおっしゃったのは、僕、どっちかいうと同感でしてね、ここの一

番の先の、このくくりが一番、実はこのダイジェスト版で最も大事なところでして、どん

な島根なんだということを実はイメージさせてもらうと一番いいんだけど、具体的なプラ
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ンがあると、また機会があったらあれしたいと思いますけど、そういう点から若い人たち

がお考えになって、何か短いフレーズで、もっと訴えるものがあると随分違ってくるでは

ないかと思うんですけどね。 

○会長 どうもやはりこういう材料がありますと、ダイジェスト版ばっかりに意見が集中

してるようですが、周知の方法として資料３のところあたり、まあまあこういったところ

でよろしいんでしょうかね。その一つとしてダイジェスト版というのが出てくると。大体

普通に考えられるところは網羅されているんですけれども、それ以外にこういうのはどう

だというのを、もし御意見があればお伺いしておきたいということでございます。 

 どうぞ、委員さん。 

○委員 ダイジェスト版のタイトルですけど、これは確かに、中にも書いてあるわけです

から、ここまであえて書く必要はないということだと思うんですが、それじゃあどういう

タイトルにするのかということですけど、これの１４ページに……。 

○会長 本誌のですね。 

○委員 本誌の方の、ここの２番に、「島根の将来像と基本目標」というところの一番上

に導入部が書いてあるんですが、その２行目に、「これからの時代を切り拓いていくため

に」というね、そのためにこういうことをさまざまやるんだというようなことで、例えば

「島根県」じゃなくて「島根」という言葉を使うということですので、「島根－これから

の時代を切り拓いていくために－」というようなね、そういうようなキャッチフレーズな

んかも候補になるのかなと。参考までに申し上げたいと思います。 

○会長 ありがとうございます。 

 いろいろ御意見を出していただいて、また後、政策企画の方でいろいろ考えます。 

○委員 私も、私見ですけどね、非常に難しいことですけど、最大に難しいことだと思う

ですよ。だから、この「豊かな自然」云々は、「自信を持てる、活力ある鳥取」でもいい

んですよね、「活力ある広島」でもいいんですよ。どこの県も同じように考える、これが

こういう計画の共通性でしょうけれども、じゃあ、それを超える島根だけのユニークな、

特殊的な、インパクトのあるキャッチフレーズというか、イメージのあるようなものをど

う書くのかというのは、これ最大の難しいところじゃないかなと思います。そういうこと

で、今御意見があったように、もうちょっという考え方に私も賛同はしますけれども、難

しいことですわね。だから、何にも意見にもならないですけど、これ岡山だっていいんで

すよ、「活力ある岡山」だって。どこの県もこういうことを目指しながら総合発展計画を
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つくっているんですから。多少擁護といいますか、事務方の皆さんを援護するつもりで申

し上げたんですがね。 

○事務局 いろいろ御意見いただいておりまして、もう今言われただけでも大分修正する

ところがありますけれども、２００数ページのものをこの８ページにまとめるということ

で、私どもの職員が一生懸命考えてここまで持ってきておりますけれども、当然印刷する

段階ではプロの力もかりたいと思いますので、そのあたりで、特に導入のところが今言わ

れておりますけれども、そういったところでは少し、そういうプロの人の力もかりたいと

思いますし、委員の皆さんも、特にもっともっと言いたい方が大分おられるようですので、

そういうのは、いっぱい言っていただいて、できるだけ取り入れていきたいと思っていま

すので、ただ、全部が全部そのとおりにはならないかもしれませんが、できるだけたくさ

ん御意見を取り入れながら、といって、ずうっとこれをつくらずにおきますと、結局効果

がないもんですから、一応年度内はずっと意見を受けていって、４月になったら、少しつ

くる方の作業にかかろうかなという気持ちでおりますので、できるだけいろいろ御意見を

お寄せいただければと思っております。済みません、今はこういう段階でございます。 

○会長 ということで。 

 ありましたか、委員さん、お願いします。 

○委員 このイメージ図ですけども、少し、島根県は自然が豊かなのもわかりますけども、

偏ってないかなという気がいたしますね。もうちょっと、何かちょっと暗い、偏り、もう

少し海とか、もうちょっとほかの、何かぱっと、似たようなものがたくさん出ておりまし

てね、ちょっとそこらあたりが、やっぱり最初、このページの最初が大事かなと思います

ので、そこら辺の工夫がちょっと。 

○事務局 １ページ目は、特に頑張ってやっております。 

○会長 そうですね、ここで大体、まさに「イメージ」って書いてあるけど、イメージが

決まってしまいますから、全体の。かなり重要なページではあると思いますね。いろんな

見方……。 

 どうぞ。 

○委員 先ほど委員さんがおっしゃいましたように、私もこれ、別に島根でなくてもいい

んじゃないと思いながら読ませていただきました。 

 これを島根特有のものにしていかなければならないわけですので、じゃあ、この豊かな

自然、文化、歴史の中で、どれも大事なことなんだけども、島根として特にとらえていき
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たいのは、多分文化、歴史、そして子供だと思うんですね。そういうふうなものをこのイ

メージで、田んぼやら何やら、段々畑だの棚田があるんですけれども、それも大事なこと

ですけれども、子供たちが明るく育っている、そしてその子供たちを囲む地域や家族がい

るっていう、そういうふうなイメージをここでぽんと出していただくと、歴史もあっても

構いませんけれども、いいんじゃないかなと思いながら、これを見せていただきました。 

 棚田に手で植えるというのは、これを経験した高齢の人たちにとってはかなり厳しい作

業でございますので、そういうイメージではなくて、もっと子供たちを囲んで、お年寄り

の人たちも、親もですね、親もお年寄りの人たちも歴史を大切にしながら島根で生き続け

ていけるようなイメージをここで出していただいたら。 

 私は、人が入るのが一番いいだろうと思います。自然もいいですけれども、人の生きよ

うというか、人のありようというか、そんなふうなものが１枚はあってもいいんじゃない

かなと思いながら見せていただきました。以上です。 

○会長 委員さん、どうぞ。 

○委員 これを見てますと、何か県内の県民にだけ渡すような形になっておりますね。こ

れを県外の人にどんどん渡していくという可能性が僕は出てくると思うんですよ。ですか

ら、前の方に城とか隠岐とか石見銀山とか入れて、説明を書いといて、やっぱり来た産業

人に渡していくということが可能なれば、説明がないと、これ県民はわかります、ああ、

それどこどこだと。説明を書いておくという、この絵とか写真に書いて、やはり前の方に、

やっぱりこういう島根ですよということを県外の人にどんどん渡していく体制をつくると、

もっと生きてくると思うんですね、これやっぱり。全部県内じゃなしに、僕は県外に出す

べきだという気持ちもあるんですけど、やっぱり両方にわっと見て、もう一遍その写真を

ですね、どうも何かわかりにくい写真が出とるんですが、やっぱりそういう意味ではちゃ

んとした写真とかえて、説明を書いて、こういうとこですよということが言えるようにな

れば、両方の面で使えますので、我々もまた、都会から来た人にこういうコンセプトでし

とる、持って帰ってくださいというような、ありますと思いますけどね、ぜひそういうこ

とをお願いします。 

○会長 今のは、どこに周知するかという話だろうと思いますね。当然県民の皆さんには

知っていただく必要あるんだけども、島根県、こんなおもしろい施策もいっぱい打ってる

よというようなことで、島根はいいとこだねというふうに、県外の、県民以外の方にも見

ていただくということも、あるいは重要かもしれませんね、おっしゃるように。 
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 どうぞ。 

○委員 すごく無責任なことを言いますけども、やっぱりダイジェスト版が非常に大切な

ことで苦労するんですけども、今、委員さんがおっしゃったが、人ということをおっしゃ

いましたけども、そうした中でも自然とか文化、歴史と。あれですか、これは何か、この

２００何ページを漫画にはできませんかね。あんまり島根県のこの地図の中へこれを落と

すのは、また地域は出てくるんだけど、何かこのもののイメージというのを漫画とかいう

ようなことのイメージというのは余計難しいですか。無責任なあれですが。 

○会長 委員さん。 

○委員 済みません、時間がないのに。３月に入ってからだと思うんですけど、どこかの

市か県で、この行動計画のダイジェスト版を車のメーカーのパンフレット風に出したとこ

ろがあったっていうニュースを聞いた覚えがあるんですけど、それぐらい思い切った、漫

画にっていうのが出ましたけど、でもいいのかなと思いながら、それはもうデザインの力

がすごく要るので、そのスケジュール、さっき伺ったのだとちょっと無理かなと思いなが

らいたんですけど、せめてということで、この開いたときの２、３、４の部分は「県民の

皆さまへ」の部分ですよね。 

○会長 そうですね。 

○委員 それが書いていないので、県民にしてほしいこと、行政がすることというののく

くりがわからないので、それを何かで表現しなきゃいけないと思います。 

 それから、本体の方ではグラフをグラフをと言った私ですが、ここにこのグラフがある

必要を私は感じないです、指標についての。 

 あとイメージについては、子供の笑顔がぜひ入っていてほしい。それから高齢者も。ど

の世代も生き生きとしているということを、何か自然に偏ってるというのを感じます。だ

から、そこのページが何を伝えようとしているページなのかが、それぞれにわかるといい

なということを感じます。以上です。 

○会長 ありがとうございました。 

○委員 却下されたけえ、あれですけども、僕が言うのは、もう一回言うと、デコさんで

すわ。何かここへ今の島根県の地図がありゃあ、それはまたあれが出てくるんで、こうし

た一固まりの中へ、例えばさっき松江市長がおっしゃったあれなら、船が出とるとか飛行

機が飛んでるとか、そうしたきちっとした、そんな、歴史文化なら神楽の絵があるとか、

そこの中で子供があれするとかいうようなイメージです。物語を漫画にするんじゃなくて、
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このものをデコさんに落とすというようなイメージなんです。えらい済みません、難しい

ことを言って。 

○会長 いろいろ御意見いただきました。 

 これは、実は周知広報をどうしていこうかという中で、こういうダイジェスト版のよう

なものがないとなかなかこの大部のものは見ていただけんじゃないかという御意見で、と

りあえず急々につくっていただいたというような、まさにイメージでありまして、これか

ら少し専門家も入れた中で詰めていただいて、今ちょうだいした意見は十分参考にしてい

ただくとして、できるだけいいものをつくっていただけるように、事務局の方にお願いを

しておきたいと思います。 

 これについては、事務局の方に、それじゃあ、今のような意見を踏まえていろいろこれ

から、おお、いいのができたねと言っていただくようなものをつくっていただきたいとい

うことで、お任せするということでよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ありがとうございます。それじゃあ、ぜひとも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 そういたしますと、予定しておりました審議事項は以上でございます。第２次の実施計

画の策定に係る審議は、きょうがもうこれで最後になります。計４回、審議会をさせてい

ただきました。それから広聴会等もございましたが、一言ずつ、せっかく、もう最後の機

会でございますので、委員さんの方から一言ずつ感想のようなものがありましたら、一人

で１０分も２０分もしゃべっていただくと、１０数人おられますのでせいぜい１分程度で、

１分でも十五、六分かかりますので、一言で結構でございます。もし何かございましたら、

お願いします。 

 副会長さん、それじゃあ、こちらからこういうふうに。 

○委員 済みません、私自身は看護職の方で出させていただいたんですが、必ずしも安全

ということとか安心して暮らせる島根ということじゃなくて、看護師の確保についても、

やっぱり地域がきちっとしてないと人は戻ってこないし、教育がきちっとしていない、そ

ういうのが整っていないと人は居つかないというふうなところで、すべて３つの柱が連携

して初めていい島根というのができるかなって、目的が達成できるかなっていうふうに思

いました。今回の機会で、また皆さんと顔見知りになれましたので、またいろいろと相談

をさせていただいたりしたいというふうに思います。ありがとうございました。 

○委員 初めて審議会の委員として出させていただきました。非常にいいものができたと

いうふうに思っております。したがって、これをどう展開をしていくか、それは各団体が
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そのことをきちっとしていくことが、これから必要ではないかというふうに思いますし、

やはり自立ということを私は非常に大切にしとるんですけれども、みんなが自立をして助

け合っていくということがこれから必要ではなかったかというふうに思います。非常に貴

重な経験をさせていただきましてありがとうございました。 

○委員 初めて参加させていただいて、私自身もこれからしっかり歩まないといけないな

と思いました。一人一人がこの島根県をよくするためにということもありますが、もう一

つ、専門職についていた人たちが引退後、評論家の立場でなくて、本当に実践家として、

ボランティアでアクションを起こすようなネットワークをもうちょっと強化した方がいい

かなという思いがありまして、この場を借りて言わせていただきました。 

○委員 私も初めて参加させていただきまして、大変いろいろ勉強させていただきました。

そして、きょうは自殺という、島根県は大変自殺者が多いというのは、全国的にも上位の

方だということは認識しております。そして、それについて、命の電話とかいうのも人権

の方であるわけでございますが、やはりこれはそうした方を、どうして情報をつかむかと

いうようなことも考えてみますと、やはり地域の、最近きずなというのがたくさん出てき

ますけども、やっぱり地域コミュニティーのそうしたことが大事ではないかなというふう

に思います。そういうことを思いますと、私たちもこれから地域コミュニティーの中心と

して活動していきたいなというふうに思うところでございます。 

○委員 私も初めて参加させていただきました。このボリュームを見て、大変な事業が行

われているということで大変感心いたしましたし、また、私は産業界から出ましたけれど

も、島根県の大変厳しい経済情勢ですが、少しずつ変わっていきつつあるなということを

身をもって感じましたので、心から敬意を表したいと思います。我々も側面におりまして、

また必要なことは頑張っていきたいと思いますので、努力をしたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

○委員 たくさん勉強をさせていただきまして、知らない分野のことなんかも本当にいろ

いろ知れたなと感謝しております。県内に、多分どのエリアにも同じぐらい２０代、３０

代で思いを持ってるけど行動できない人がいると思うんですが、どうか皆さん、そういう

人を温かく応援していただければなと思っております。一応今回で４回目ですかね、すべ

て参加できてよかったなと思っております。 

 これから隠岐島は観光シーズンに入りますので、ぜひ皆さん、隠岐島にも遊びに来てく

ださい。ありがとうございました。 
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○委員 子ども・子育て支援の分野から出させていただきました。この３年ほど、いろい

ろな審議会に重なって出させてもらってるんですけれども、これほど各委員が十分に発言

をされて、そして事務局が誠実に対応される審議会はなかったのではないかと思うぐらい

活発な審議会だったと感じています。私のような小さな小さな団体の生意気な代表が言う

ことにまで本当に丁寧に対応していただきまして感謝しています。それから、こんなにＮ

ＰＯという言葉が審議会の中で飛び交うようになった時代になったということも改めて感

じ、責任も感じています。現場も頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いします。

ありがとうございました。 

○委員 最後に、先ほどのこのダイジェスト版で言い忘れたことを伝えたいと思います。

済みません。 

 私は、やっぱり森林面積が全国第３位の島根の売りは、やっぱり森というか、森林じゃ

ないかと最近特に思っております。再生可能エネルギーもそうですし、教育もやはり森林

というか、森とかかわってと思っておりますし、産業もそこからじゃないかなと思ってい

ます。そこが究極的には子供を産み育てたい島根になればいいなと常々思っております。 

 それと最後に、この前もちらっとお伝えしたんですが、やはり子供から大人まで、自分

たちも県をつくっていく一員であるというふうに感じられる、何かダイジェスト版、自分

たちも一緒にと思えるものをぜひ期待しておりますので、よろしくお願いいたします。あ

りがとうございました。 

○委員 私、前回に引き続いて委員に出させていただきましたけど、皆さん、大変活発な

御発言があって、もう本当に敬服をしております。人選がいいということになるかもわか

りませんが。 

 それから、これだけの立派な案ができたわけでございまして、政策企画局並びに島根県

のいわゆる能吏といいますかね、大変、適切かどうかわかりませんけど、すばらしい方々

ですが、ができたんですけれども、最後、これ軽くよろしくお願いしますと申しましたけ

れども、今回初めてダイジェスト版をつくるんですが、これが成否を決めるぐらいなこと

でございまして、大変な難しいことを会長さん、まあってなことをおっしゃってたですけ

ど、先ほど御発言がありました、この委員の中のいい発言は取り寄せて、これを参考にさ

れたらどうでしょうか。これで終わることなくというふうな思いがしております。よろし

くどうぞ。私は結構でございますので。 

○委員 大変お世話になりました、ありがとうございました。 
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 さまざまな、多様な意見がある中で、そのようなものをきちんと取り込んでいただいて、

膨大な資料をつくっていただきました事務局に心から敬意を表したいと思います。 

 ただ一つだけ、私がううんと思ったことがあります。これは、いつかの、この前の委員

会だったかな、意見が出ておりましたけれども、県民が共有できるようなキャッチフレー

ズ、簡単なと言うと語弊がありますけれども、一発でぴんとくるような島根のイメージを

何かつくるべきではなかったかなという思いがしております。 

 私たちのまちは、子育て日本一の村づくりという運動をやっております。さまざまな教

育行政、それから産業振興、それから自然環境、そういうふうなものが全部子育てに向か

っているわけですね。それはそれでいいんですけれども、この前、いこいの村しまねに老

人クラブの人が役場のバスに乗って行きました。そのバスには子育て日本一の村づくりと

いうラベルが張ってあったんだそうです。そしたら観光客の人が、おじいさん、これは何

かねと聞かれたんだそうです。私らも、うかうかしちゃおられんよって、しっかり勉強し

て、自分たちにできることは手伝わしてもらわにゃいけんな思うてつくづく思ったよ。こ

れがやっぱり住民が共有するということだと思うんですね。 

 ダイジェスト版をつくっていただいて、これからいろんな情報を発信をしていくんです

けれども、ぜひ県民が、すべての県民の方たちが共有できるような、そういうふうなもの

にしていかなくてはいけないなとつくづく思いました。よろしくお願いします。 

○委員 どうもお世話になりました。終始一貫してダイジェスト版をつくってくださいと

言ったような気がしますけども、本当につくっていただいてありがとうございました。 

 最初の表題のところが、本当に皆さんおっしゃるように物すごく大事でして、なぜこう

いうことを言い続けたかというと、やっぱり県民が本当に誇らしく、このすばらしい島根

に住んでね、本当に自分たちはよかったなと思いながらそれぞれ生活することが一番大切

なことなんですね。恐らく行政の方は知恵を絞って、どうしたら、そうしたらいいかとい

うことはお考えになっているでしょうから、あとは住んでる人たちが本当にそういうふう

に思ってくれることが必要です。そのためには、住んでる人が本当にこの土地を愛してく

れなきゃいけませんし、情熱を持ってくれなきゃ困りますし、創意工夫でよりよくするた

めに考えてくれなきゃ困るわけですね。そういうことをそれぞれの立場の人ができるよう

になるために、一つのアプローチとしてこういう対話の接点があっていいんじゃないかと

思うんですね。 

 だから、最も島根がすばらしいということを表現する言葉ですよね。僕らの頭の中で、
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例えば日本のふるさとだと、例えばですよ、景観も日本一なら住んでる人たちの気持ちも

日本一だというようなことを、少なくともわかりやすい言葉でささっと出てくるようなこ

とを考えていただくと、みんながそれを共有しながらそれぞれの立場で、いや、この土地

に住んでよかったと、もっと愛していこうということになるんじゃないかと思うんですね。

入り口みたいなところでありまして、細かな議論についてはそれぞれいろんな意見がある

と思いますけど、そういうふうに思ったもんですから、終始一貫してそういうことをお願

いしてきたということでございますので、どうも失礼いたしました。ありがとうございま

した。 

○委員 第１次の実施案を計画といいますか、検討させていただくメンバーの一人だった

わけです、私自身はですね。今回、第２次の実施計画案をつくるということで、何がそれ

じゃあ第１次のときから現在の時点で変わったかということの議論が最初にもあったんじ

ゃないかなというふうに思うんですけれども、大きく言いますと急激な円高による産業の

空洞化だとか、それから直近の問題としてはやはり東日本大震災ですね、それに伴う原子

力発電所の事故があったという、これは当然エネルギー問題というものが出てくると。こ

ういう日本にとっては、何というんですか、枠組み自体、経済も、それから社会制度も、

それくらい大きな状況の変化もあった。それを踏まえて、それじゃあ島根県の政策として

どういう枠組みをつくるのかということが基本にあったんだろうと思うんですね。 

 ところが、いずれの問題にしても、例えばエネルギー政策にしても、国が一体それでは

どういうふうな方向を設定してるのかということがまだ決まっていない。原子力政策にし

てもそうですね。それから、それと関係をして、安全対策にしたって二転三転、なかなか

国の方向、政策の方向が決まっていないというようなことがある中で、地方自治体たる島

根県の政策をどういう方向で設定するのかということの難しさがあるんじゃないかと。あ

る意味で先送りせざるを得ないというような状況もあるんだろうと思いますけれども、終

始そういう、個別政策は別にしまして、大きな枠組みにかかわることでは非常に難しい判

断を求められる状況になってるんだなということを強く感じながら、皆さんの御意見を聞

かせていただきました。ありがとうございました。 

○委員 本当にありがとうございました。 

 この間、県の、本当に入って１年くらいの職員とちょっと話をする機会があって話をし

ましたら、どうして県と市では同じようなことをやってるんですかって、こう聞かれて、

ああ、そうかと。やっぱりそういうふうにみんな見てるんだなというふうに思ったんです
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けれども、この間、会長さんに松江市の後期のやはり同じような計画をつくっていただい

たわけですけれども、やっぱりこれからは、実際サービスを受けるのは県民であり同じ市

民ということですので、そこらあたりの調整というか、やり方というのを、これは本当に

考えていったら効果が抜群になってくるだろうというふうに思いますので、そこのやり方

というのをこれから一緒に考えさせていただきたいというふうに思います。 

○委員 前回も委員にさせていただいて、委員さんとも一緒だった。あのときと今回との

違いは、やはり委員の皆さんが危機感を感じてしっかりと発言をしていらっしゃるんです

よね。我々もあのときよりか、今、中山間地域は、特に石見は限界集落１３％なんて、こ

う新聞にどんと出されると、もう危機感を感じて、安心・安全いったら何なんだろうと、

一人でもやはり大切に子供さんたちを育てたり、お年寄りも元気で余生を楽しんでもらい

たいという、そういう気持ちが全員に出てきたという感じがするんです。そういう意味で、

さっき言われたんで、私もちょっと言おうかな思ったんですが、さっきちょこちょこっと

話したんですが、これに実は「吉田くん」というのが、知事さんが握手して、何かやっと

られるんですよね。それで今、この下に、「吉田くん」ですか、これがね。 

○委員 そしたら島根の「吉田くん」というんでね、何かこのキャラクターをがっと出し

て、そして島根のというんで何かやられるといいねって、今そう言ったら、市長さんも、

いやいや、いいよねっておっしゃっておりましたが、まあ難しいと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

○委員 何かあんなことを言いながらあれですが、やはりこれが回覧板で来たりあれした

ときに、子供も家族もみんながこれを、おおいうてのぞけるようなね、そしてそれで、あ

あ、一人一人、あなたが主役よっていうね、そのイメージを持つのがいいんじゃないか。

あれは行政がしてくれるんだ、だれかがするんじゃなくて、あなたが主役よ、この島根を

担うのはあなたよっていうね、こう感じられるようになるといいなあというふうに思いま

す。 

 それから、ちょっと私は島根県の、何か以前のときに、すごく、これでは変えられませ

んって委員長さんに時間外のときに、ごおんと手挙げて言ったことがあるんですが、石見

は本当にもう、一言言わせてもらわんと、石見は私、汽車に乗れませんって言った記憶が

あるんです。そうなってくると、我々のところを見渡すと、山と海しかないんですよ、売

りが。ということになると、やはり山は今、循環、還元のいろんな、ペレットとかいろん

なことを言われて、私も使おうと思ってるんですが、山には、山はあるんだけど道がつい
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てないんですよね。そうなってくると、森林をどんどん出してやってくださいよ、いや、

手錢さん言ってよって言いたいぐらいに、一山はぐっと、物すごい山があるんですが、そ

れを出して資源にするとか何かにするということがないんで、今は都市計画で道をつけた

りするんです。山も一回そういうようなことをして、皆さんの山もみんな財産だから、出

し合って道つけて、みんなの、松枯れをさせないで、これを資源にしようよというね、何

かおもしろい発想があればいいなというふうに思っております。そういう意味でも、こう

いうのにちょっと山と海をこうやって、次のというふうになると楽しいかなと。 

○委員 ちょっと不規則発言ですけど、ことしお礼に行ったぐらい、知事さん、非常に山

に手厚くやっていただきました。ちょっと……。 

○委員 石見で公開いうか、あったときに、何か７人ぐらいの若い方が、県の職員がチー

ムをつくって、そういう循環型のいうか、この資源をいうのは考えておられるとお聞きし

て、益田の方とも一緒に、いや、いいことだねって、あのときに参加した人と喜びました。

ひとつ、買う方の立場です、頑張りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員 私は、町村という立場でこうした委員につかせていただいたわけですけども、本

当に先ほど来ありますように、委員の皆さん方の御意見というのは町村の立場でもしっか

りと受けとめさせていただいたというか、改めて勉強させていただいたなという気がして

おります。本当にいろんな分野での皆さん方の今の状況での御意見、勉強になりました。 

 これまでも申し上げましたように、やっぱりこうした立派なものができました。ただ、

ここの単語とか、あるいは行間にかけている思いというのが、やっぱりそこが島根という

ことだと思っておりますので、町村といたしましても、こうした思いというのを大切にし

ながら、県の皆様とともども、あるいはこれの周知に努め、そして実践、実行に頑張って

まいりたいと思っております。ありがとうございました。その意味でも、ぜひいいダイジ

ェスト版ができますように、最後の締めとして申し上げさせていただきます。 

○会長 ありがとうございました。 

 それじゃあ、最後に知事さん、一言、もし何かございましたらお願いします。 

○知事 本当に、１０月に第１回会合を開きまして、半年たたないうちに皆さんの御熱心

な御議論を経て、大体の答申の案がおまとめになられる状況になりまして、本当にありが

とうございます。 

 私もこの答申を受ける立場でありますが、毎回出させていただきまして、時々意見のよ

うなことも申し上げたりしましたけれども、明日でございますか、答申を受けるというこ
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とで……。 

○会長 まだはっきりと、確定しておりません。できるだけ早い機会にと思っております。 

○知事 そうですか。いずれにしましても、県内の状況をよく踏まえまして、何が必要と

なっているのか、大きな方向と同時に、個々の施策の内容まで踏み込まれて計画ができて

きておるように感じております。 

 私も計画と実行ということは、長年、行政官の立場にもおりましたのでやってきており

ますけれども、計画は大きな方向でございますし、これから一歩も変わらないということ

はないわけでありますし、計画自身は、やはり状況に応じてウエートを置く分野も、ある

いは内容も変わってまいりますし、それから前提となる条件もいろいろ変わっております

から、やはり実行しながら、また見直していくという作業が少なくとも毎年必要でござい

ます。そういうことをしながら状況に合ったものを実行していくということでございます

が、もっと大事なのは、やっぱり大きな方向を見失わないということでございます。その

点につきましては、きょうの最後の御議論の中でそういうものが集約されているように感

じたわけでございますけども、それを一言であらわすとなかなか難しいことでございます

が、また、きょうの御意見などもよく、きっと踏まえまして、事務局の方でもいろんな案

を考えると思います。また多分それは皆さん方にも一度御意見をお聞きして、一致はしな

いかもしれませんけれども、そういうことをやって最終的に決めた方がいいのかなという

ふうに思っている次第でございます。 

 そういう面で、大きな方向と個々の施策の展開、あるいはその仕方、それは状況を見な

がら柔軟に変える必要もありますが、大きな方向を守りながらやっていきたいということ

でございます。大事なことは、やはり県民の皆さんが豊かに生活ができる、暮らせる、そ

ういう世界を築いていくということではないかと思っておりますので、これからも、また

皆様方の御意見なども、こういう場に限らずいろんな場でお伝えをいただければ大変あり

がたく思う次第でございます。 

 本当に短期間、精力的な御審議ありがとうございます。感謝申し上げます。 

○会長 ありがとうございました。 

 そういたしますと、最後に私の方から一言ごあいさつを申し上げたいと思います。 

 ただいま皆さん方、御発言を、感想を言っていただきましたが、本当にありがとうござ

いました。１０月２８日に第１回が開かれてから、本審議会が４回、それからその間、パ

ブリックコメントと松江、浜田、隠岐での地域広聴会ということで、これにも委員さん方、
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出ていただいて、私も２回ほど出させていただきましたが、とにかくたくさん意見をちょ

うだいするんですね。先ほど委員さんでしたですかね、審議会でこんなにたくさん意見が

出るのは珍しいねというほどに、皆さん本当に御熱心に御討論いただきまして、また、そ

ういった御意見を事務局の方では非常に真摯に受けとめていただいて、できる限り盛り込

んでいただいたということで、本当に立派な計画ができたということで、先ほど少し知事

さんの方からもございましたように、できるだけ早い機会に知事さんの方に、副会長さん

と２人で答申に伺いたいというふうに考えてございます。 

 本当にありがとうございました。立派なものができましたので、これを先ほど来皆さん

おっしゃっていますように、どういうふうに県民の方々と一緒になってやっていけるよう

に周知、それから県外にも宣伝効果があれば、そういったようなことで県外にもこういっ

たことを島根はやってるよということもアピールしていくということも大事かなと思いま

す。本当に大変お忙しい中、こうしてきちんと議論をしていただきましてありがとうござ

いました。それぞれ十分に御慰労いただきますように、体を壊されませんように。ありが

とうございました。 

 


